
⾷料⽣産地域再⽣のための先端技術展開事業のうち現地実証研究委託事業

異常発⽣したウニの効率的駆除及び有効利⽤に関する実証研究
宮城県・⽔産業分野

宮城県南三陸町の沿岸において、震災による環境の変化が⼀因と考えられるキタムラサキウニの異常発⽣が起きて
おり、震災前の広⼤な藻場が著しく縮⼩し、その回復が被災地域の問題となっている。
本事業では、ロボット技術によるウニの効率的な回収から、養殖、加⼯まで3つの課題を設定し、研究に取り組ん
でいる。

南三陸町 野島付近
（南三陸町役場提供）

身入りの悪いウニ 南三陸町位置図

各課題の目標 課題概要（全体）

中課題1

⽔中ロボット（ROV）技術を活⽤したウニの効率的な駆除技術の導⼊
により、従来のスキューバ採取やウニ籠漁法と⽐べて、⼤⾯積かつ⻑
時間のウニの採取に要する１⼈当たりの作業時間が３割以上削減され
ることを実証する。

ロボット技術を活⽤したウニの効率的な駆除⽅法の開発
担当機関︓東京海洋⼤学、⽔産研究・教育機構、NECソリューションイノベ―タ

■⽔中ロボット（ROV）技術の開発

・画像認識技術による海底のウニの認識

-実証海域の水中動画による
機械学習から予想を上回る
ウニ認識率を実証、使いや
すいソフトウエアを開発した。

-機械学習を使いやすく
-動画ファイルで抽出
-カメラでのリアルタイム認識
-認識率が80 %以上(当初値）

現在は90 %以上
（令和２年４月）

■除去前後の環境改善潜⽔モニタリング

⽔産業基盤整備課
宮城県⽔産技術総合センター宮城県

ウニと藻場の豊かな漁場再生コンソーシアム

株式会社

カネキ吉田商店
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中課題2
除去したウニの新たな⼈為的肥育技術の導⼊により、磯焼け場所にいるウニの殻
成⻑を促進し⾝⼊り等を磯焼けのない漁場のウニの品質まで改善できることを実
証する。

ウニの⼈為的肥育⽅法の開発
担当機関︓東北⼤学・宮城県･カネキ吉⽥商店 中課題3

殻剥きから剥き⾝選別までの⾏程について、機械化技術を開発することにより、
⼈⼒に⽐べて、上記⾏程の⽣産コストが２割以上低減されることを実証する。

効率的なウニの殻剥き加⼯⽅法の開発
担当機関︓宮城⼤学

蓄養したウニを用いたキラキラウニ丼

ウニ投入箇所

二つ割り部

口器切断部

可食部認識カメラ

腑除去部

ウニハンドリング部

＜課題解決の具体＞
ウニ⼝器を切除

ウニ殻を２︓３でカット

ウニ殻は釣
餌に加⼯

ウニ内の腑（内臓）
を取り出す

南三陸町観光協会HPより 引⽤）
https://www.m-kankou.jp/mina_repo/200460.html/

３：２⼆つ割りカット
可⾷部識別情報を基に３葉：２葉となるように、ウニを⼆
分割する。

⽔産業基盤整備課
宮城県⽔産技術総合センター宮城県

ウニと藻場の豊かな漁場再生コンソーシアム

株式会社
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